
てんかん患者さんの学校での生活

学校生活を送る上での基本的な考え方

● てんかん発症は小児期に多くみられます。
● このため、医学的なてんかん発作の治療も大事ですが、　
　同じぐらい子どもたちが学校や社会に出ていき成長する　
　機会を確保することも大切です。
● 同じてんかんという診断でも、発作の重症度や知的・発
　達障害などの併存症の有無などにより、注意する点や必　
　要な支援は変わります。

1. 学業に関して
● てんかんに罹患している子どもであっても、知的・発達障害などの併存症　　
　がなければ、特別な配慮は不要です。
● 一方で、知的障害、発達障害の特性、などを有する子どもには、十分な教
　育機会を確保するため、支援学級もしくは特別支援学校での個別指導が望
　ましいケースがあります。
● 薬剤の副作用による強い眠気は学校生活に支障をきたします。主治医とよ
　く相談しましょう。

2.体育の授業に関して
● 運動は、身体機能の向上、他の子どもたちと協力する力を育てる、など子どもの成長にとって大切です。
● 主治医からの指示、「てんかん児の生活指導表」、などを参考に、参加可能な運動には積極的に参加しましょう。
● ただし、発作のコントロールが十分でない子ども、体温上昇で発作が誘発される子ども、などでは制限が必要　　
　なケースがあります。また、激しくぶつかり合うもの（ラグビー、柔道、など）、高いところで行うもの（鉄棒、　　
　登り棒、など）、などは発作時の外傷リスクが高くなります。
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3.水泳の授業に関して
● 発作時に意識が消失した場合
は、溺水のリスクがあるため、
注意が必要です。また、体温
上昇や疲労に伴う発作の誘発
にも注意が必要です。

● ただし、発作が十分にコント
ロールされている場合は、「て
んかん児の生活指導表」を参
考に参加が許容されることが
あります。

● また、発作がコントロールさ
れていないケースでも、十分
な個別の監視体制がある場
合（特別支援学校など）では、
例外的に水泳の授業に参加し
ているケースもあります。

4.発作時の対応
   （宿泊行事も含めて）
● 事前に保護者、学校関係者の
間で、発作時の対応を協議し
ておく必要があります。

● 具体的には、発作時の学校関係者の役割分担、救急車を呼ぶタイミング、
発作を止める座薬を投与、などに関してフローチャートを作成してお
くのもよいでしょう。

● 宿泊行事には、できる限り参加しましょう。 ただし、発作回数が多く、
リスクの高い患児では、旅先での発作時の対応について事前に医師に
確認する必要があります。緊急時に受診できる近隣病院を事前に確認
しておくとよいです。

　こどもは、学校や地域社会での活動への参加を通じて成長していきます。てんかんに罹患しているこどもが学
校生活において過度の制限がかからないように、また充実した学校生活が送れるように、関わる人すべてが支援
していく必要があります。
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